
ＪＡ石川県中央会
（石川県農業協同組合中央会）
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ＪＡ（農業協同組合）とは

【設立の目的】

○ 相互扶助の精神（人々が連帯し、助け合う）のもと

○ 組合員農家の農業経営と生活を守り

○ よりよい豊かな地域社会を築く

【根拠法】

農業協同組合法
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ＪＡの事業内容

①営農指導事業（農業者に対する生産技術指導、経営指導等）

②購買事業

（農業生産に必要な肥料や農薬などの提供や日常的な生活物資の

提供等）

③販売事業

（米やトマトなどの農産物の共同出荷販売、農産物直売所等）

④信用事業：ＪＡバンク（貯金・融資、為替等）

⑤共済事業：ＪＡ共済（生命・建物・自動車などの共済事業）

⑥高齢者福祉事業（介護保険事業、高齢者支援活動等）

⑦教育文化活動

（組合員、地域住民への教育文化活動、講演会、農業まつり等）
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ＪＡグループの組織
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組合員

(農家）
Ｊ Ａ

ＪＡ石川県中央会 ＪＡ全国中央会

ＪＡバンク石川信連 農林中央金庫

〔石川県本部〕 ＪＡ全農   〔全国本部〕

〔石川県本部〕 ＪＡ共済連 〔全国本部〕

市町段階 県段階 全国段階



【県下１５ＪＡ】

加賀、小松市、能美、根上、白山、松任、ののいち、金沢中央、

金沢市、石川かほく、はくい、志賀、能登わかば、のと、内浦町

【組合員数】（令和４年度）

正組合員 59千 准組合員 67千 計126千

【貸出金残高】 【貯金残高】  【共済保有高】

 3,548億円  13,991億円   35,018億円

【購買品】 【販売品】

 327億円     300億円
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ＪＡ中央会の沿革

【設立】

農協法に基づき、昭和29年に設立

【目的】

ＪＡグループ石川の結集軸として、県下ＪＡ並びに

連合会の健全な発達を支援し、地域農業、地域社

会の発展に貢献する。

【設置】

全国段階に１つ。

各都道府県に１つずつ設置されている。
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ＪＡ石川県中央会の業務内容

【ＪＡグループ石川基本戦略の実現に向けた支援】

１．次世代につなぐ持続可能な農業の実現

２．組合員のメンバーシップ強化による組織基盤の強化

３．広域合併の実現と経営基盤の強化
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JA石川県中央会の機構図
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【ＪＡグループ石川営農戦略室】

《営農・担い手支援担当》

・地域農業振興計画策定・実践支援

・営農指導体制、人材育成対策

・集落営農の組織化、法人化設立支援

・多様な担い手の育成・支援

・農業経営管理支援

《政策推進担当》

・水田農業振興対策への対応

・農業政策、予算に係る政策提言、要請
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【ＪＡグループ石川営農戦略室】

《園芸振興担当》

・園芸作物の生産拡大・振興支援

・ＪＡ園芸指導員の育成支援

【総務部】

・ＪＡグループ石川の基本戦略の策定

・本会事業計画、決算、会計業務

・本会職員の人事労務管理、人材育成
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【組織経営部】

《経営情報担当》

・ＪＡの会計、税務、法務、労務支援

・ＪＡの経理・情報システム支援

・ＪＡの監事監査・内部監査に関する支援

 

 《教育担当》

・ＪＡの役職員研修

・ＪＡの人材育成対策の実施
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【復旧・復興対策室】

 《復旧・復興担当》

・被災地・被災ＪＡに対する支援

・行政と連携した相談窓口の運営

・農業者や組合員の再建支援

《経営改善支援・合併担当》

・ＪＡの経営計画策定支援

・ＪＡの経営改善支援

・ＪＡの合併関連支援
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【会長室】

《総合調整担当》

・秘書業務

・中央会、各連合会の総合調整
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【監査法人への出向】

・ＪＡの財務諸表監査の実施

※JAの財務諸表監査を実施する監査法人への出向

による会計監査の実施
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